
風量調整機構付ダクト挿入型ダンパー

SD-150FXV2

枠部を持ってダクト内に挿入してください。
枠部とダクトの隙間はコーキングで埋め、確実に固定してください。
この時、風量調整コマが必ず下にくるようにしてください。

風量調整コマ（納入時は付属品として同梱されています）には設定圧損値ごと
に穴があいていますのでご希望の位置で風量調整ピンに差し込んでください。
設定圧損値の位置はダンパー羽根に表記してあります。

本製品はダンパー羽根の開度により風量調整を行うもので、圧力損失係数ζ3.0・ζ5.0・ζ7.0の3段階の調整が可能です。

〈ダンパー羽根の開度調整方法〉〈施工方法〉

〈風量調整機構について〉

ダクト

枠部
風量調整コマ

排気用ベントキャップ

持ち運びの際、必ず枠部を持ち、ダンパー羽根部分を持たないでください。
(ダンパー羽根部分は変形しやすく、破損の原因 になります。また変形による動作不良の発生する恐れがあります） 
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